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研究成果の概要 

創発研究 3 年目にあたる本年度は、引き続き研究環境の整備を進め、遺伝子発現解析の体制を新たに構

築するなど、これまで着手できていなかった解析系の導入を完了した。また、技術支援員および学生の

参画により、研究体制が強化され、実験により集中して取り組むことができた。本研究では、ヒト ナ

イーブ型多能性細胞から作製した胚盤胞様構造(ブラストイド)を用いて、ヒト胚発生機構の解明を目指

しているが、本年度は以下の 3 つの課題に重点的に取り組み、以下の成果を得た。①ヒト原始内胚葉の

分化機構の解明: 一昨年度に候補として絞り込んだ原始内胚葉制御因子について、その添加時期と濃度

の最適化を行い、ブラストイド内の原始内胚葉数を増殖させる分化誘導系の構築に成功した。②非ヒト

霊長類におけるブラストイドの作製と解析: 昨年度に作製に成功したチンパンジーブラストイドにつ

いて、遺伝子発現解析および免疫染色を用いた細胞系譜の詳細な解析を実施し、その成果を Cell Stem 

Cell 誌に発表した。③ヒト胚盤胞の着床機構の解明:共同研究により、着床前にヒト胚盤胞が子宮に接

する側の栄養外胚葉を多層化する現象を発見し、Developmental Cell 誌に成果を報告した。また、ヒト

子宮細胞を用いた in vitro 着床モデルを構築し、蛍光標識したブラストイドとの共培養を通じて、着床

方向や着床様式をライブイメージングにより詳細に観察可能となり、今後の着床期における胚―母体

間の細胞相互作用の解析に向けた基盤を整備した。 
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